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本クイック・スタート・ガイドには N0585 を取り出し、
お持ち のオーディオ・システムに接続し、電源を入れ、
初めてお聴き になるのに必要な全情報が記載されてい
ます。この洗練さ れた統合型アンプの拡張的機能をお
試しになる前に、N0585 ユーザー・ガイドを全てお読
みになる必要があります。ユー ザー・ガイドは www.
marklevinson.com でオンラインで入 手できます。ユーザ
ー・ガイドには、N0585 の操作性および性 能を向上させ
る特徴、操作、調整、代替接続、ネットワークの 利用に
ついての情報が記載されています。

本スタート・ガイドについて
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設置の際の注意点

開封

N0585 を開封する場合:

•   将来、万が一 N0585 を発送する必要のある場合に
備えて、 全ての同梱品を保管してください。

•   発送中の N0585 の損傷の有無を調べてください。
損傷を 発見した場合、適切なクレームのお手伝い
をする Mark Levinson® 公認販売店にご連絡くだ
さい。

•   発送用段ボール箱から付属品ボックスを見つけて
取り出 してください。以下に挙げられた付属品が
全て同梱されて いることをご確認ください。もし
欠けている物があれば、 お近くの Mark Levinson 
公認販売店にご連絡ください。

IEC 電源コード（ユニットが発送される地域によっては終
端 処理されます） x 1

N0585　リモートコントロール x1 ＋ AAAバッテリー x2、
あるいはバッテリー搭載済みのN0585.5リモートコントロ
ール x1

#1 フィリップス・スクリュードライバー x 1

白い手袋（開封および初期設定時に使用） x 1 組

N0585 クイック・スタート・ガイド x 1

注意: N0585 ユーザーガイドは、www.marklevinson.com   
にてオンラインでダウンロードしてご利用いただけます。

お買い上げ頂いた N0585 を購入日から 15 日以内にご登
録 ください。www.marklevinson.com にて、オンライン
でご登 録ください。保証範囲の証拠として、オリジナル
の、日付の入 ったレシートを保管してください。

配置および換気

•   確実に換気するために、オープンラックのてっ
ぺんの棚の ような、上に障害物のない棚に本統
合型アンプを設置して ください。絶対に、囲わ
れたキャビネットまたはラック内に 本アンプを
設置しないでください。

•   頑丈、平らで水平な面に本アンプが設置されて
いることを ご確認ください。

•   相互接続するケーブルをできるだけ短くしてお
くために、 本アンプを関連オーディオ製品ので
きるだけ近くに設置し てください。

•   直射日光が当たらない、乾燥した通気性のよい
位置をお 選びください。

•   絶対に N0585 を高温、多湿、煙、過度のほこり
にさらさな いでください。

設置の際の注意点
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設置の際の注意点

所用電力

Nº585 は工場出荷時に 50Hz または 60Hz で AC100、115
、 230V 電源にて作動するように設定されています。ア
ンプを 操作する前に、AC 入力コネクタ近くの背面パネ
ルのパワー レベルが正しい作動電圧を示していることを
ご確認くださ い。N0585 が販売されている地域での使用
が可能な IEC 着 脱可能パワーケーブルが付属されてい
ます。

N0585 向け以外の交流電圧への接続は、安全上の問題お
よ び火災の原因となり、ユニットに損傷を与える可能性
があり ます。N0585 の電圧の条件、またはお住まいの地
域の線間電 圧についてご質問がございましたら、AC 電
源のコンセント に N0585 をつなぐ前に、Mark Levinson 
公認販売店にご連 絡ください。

警告！必ず、オーディオシステムの全製品が適切
にアー スされていることをお確かめください。「
アース・リフタ ー」または「チーター」アダプタ
ー付の分極した、または アースタイプのプラグの
安全目的に違反しないでくだ さい。違反すると、
製品間の電圧が危険なほど上がり、 その結果人体
を損傷したり、または製品にダメージを 与える可
能性があります。

注意: N0585 は並外れたパワーレベルで卓越したサウ 
ンドを伝達することができます。リスニング習慣、
必要な ラウドスピーカー、システム内に存在するパ
ワーアンプ の数によっては、電力の供給がシステム
のパフォーマン ス要因を限定してしまう可能性があ
ります。

このケースでは、システム専用の AC 回路の設置をご
検 討ください。2 つ以上の AC 回路がシステムに電力
を供 給している場合、電気主任技術者に連絡し、全
ての製品 が、同一の確実で低インピーダンスの基底
基準で作動 していることをお確かめください。

雷雨や⾧期間使用しない場合は、壁の AC 電源コンセン
トか ら N0585 のプラグを外すべきです。

警告： N0585 を移動させる「前」に、AC 電源コンセン
トおよび ユニットの背面パネルから電源コードを取り外
し、電源がオフ になっていることをお確かめください。

作動状態

N0585 には 3 種類の作動状態があります:

オフ： N0585 の背面パネルの電源スイッチを使用するか、 背
面パネルの電源コードを外すことによって、AC 電源への接 
続を切ります。

スタンバイ： N0585 のスタンバイモードには、セットアッ
プ・ メニューを通して選択できる、3 種類の設定がありま
す: グリ ーン、パワーセーブ、ノーマル。

グリーン： このモードはほぼ全ての N0585 の回路から電力 
を除去し、IR（赤外線）コントロール信号、5V～12V のトリ
ガ ー信号、またはスタンバイ・ボタンを押すことによって
のみ、 ユニットのアクティブ化が可能になります。このモ
ードにす ると、最大限の電力節約ができ、工場出荷時のデ
フォルト・ スタンバイ・モードになります。

パワーセーブ： このモードは N0585 のオーディオ回路から 
電力を除去しますが、コントロール回路には電源が入った 
ままで、フロントパネル・コントロールまたはリモコンのど
ち らかの命令を受けることができます。このモードでは、
適度 な電力節約ができます。

ノーマル： このモードは N0585 のディスプレイ表示を止
め、 オーディオ出力をミュート状態にしますが、全てのコ
ントロ ールとオーディオ回路には電源が入ったままです。
このモー ドでは、最小限の電力節約を行いますが、N0585 の
オーディ オ回路がいつでも最適なパフォーマンスを実現で
きるよう に、作動できる状態にしておくことができます。

オン： N0585 全体に電源が入っており、全ての設定された出 
力はアクティブです。

N0585 は、ユーザーのコントロール入力またはユニットのオ 
ーディオ信号の受信がない状態で、20 分後には自動的にス 
タンバイ・モードになるオート・オフ機能を備えています。 
工場出荷時のデフォルト設定では、オートオフ機能はオン 
（使用中）になっています。セットアップ・メニューでオー
トオ フ機能をオフ（停止中）にすることができます。
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始めに

フロントパネルの概観

始めに

フロントパネル コントロール/インジケーター

注意: フロントパネル・コントロールと設定パラメーター
の 機能についての完全な情報は、www.marklevinson.com 
で、N0585 ユーザーガイドをご覧ください。

選択つまみ： このつまみを回転させ、スピーカー出力およ
び ライン出力に送るお好みの入力を選択してください。選
択で きる入力の名称とボリューム・レベルはフロントパネ
ル・ディ スプレイに表示されています。（注意: 選択つまみ
は、入力名 の設定メニューのパラメーターが「未使用」に
セットされて いる入力はすべて無視します。）

IR（赤外線）レシーバー： IR（赤外線）レシーバー
は、N0585 を 背面パネルの IR（赤外線）入力コネクタを通
してコントロー

ルしない場合、付属のリモコンから命令を受けます（そ
の他 の情報については背面パネルの概観の 7 ページをご
覧くだ さい）。

極性ボタンおよび LED： このボタンを押せば、信号の
絶対 極性を反対にできます。信号の極性が反対になった
時、 LED が点灯します。

セットアップ・ボタンおよび LED： このボタンを押して
セッ トアップ・メニューを表示してください。このメニ
ューを使用 して、他のシステム・コンポーネント、個人
的な好み、リスニ ング・スペースに合わせて N0585 をカ
スタマイズできます。 セットアップ・メニューがアクテ
ィブである時、セットアップ LED が点灯します。

スタンバイボタ 
ンおよび LED

ボリュー 
ム つまみ

ミュートボタン
お よび LED

ディスプレイ
の 明度ボタン

極性ボタンお
よび LED

セットアップボタ  
ンおよび LED

エンターボタン 

バランスボタン 
および LED

フロントパネル・  
ディスプレイIR（赤外線）レシーバー選択つまみ
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始めに

エンターボタン： セットアップ・メニューが表示されて
いる時 に、このボタンを押してメニュー項目を選択また
は選択解除 します。通常の操作中はエンターボタンは機
能しません。

ディスプレイの明度ボタン： このボタンを押し
て、N0585 フロ ントパネル・ディスプレイの文字とフロ
ントパネル LED の明 度を変更してください。ディスプレ
イの明度ボタンを複数回 押すと、輝度のレベルが切り替
え可能です： 高、中、低、オフ。

バランス・ボタンおよび LED： このボタンを押すと、ス
ピーカ ー出力の左右のチャンネル・バランス（そして、
セットアップ・ メニューで変更可能に設定した場合は、
ライン出力も）を設 定できます。バランス機能がアクテ
ィブである時、バランス LED が点灯します。

注意: バランス機能がアクティブでない場合に、メイ
ン 出力コネクタの左右のチャンネル・バランスが補正
され ていれば、バランス LED は点灯したままです。

ミュートボタンおよび LED： このボタンを押すと、セッ
トアッ プ・メニューで決定した音量で、スピーカー出力
（そして、セッ トアップ・メニューで変更可能に設定し
た場合は、ライン出力 も）のレベルをミュートおよびミ
ュート解除できます。ミュート 機能がアクティブである
時は、バランス LED が点灯します。

フロントパネル・ディスプレイ： この 16 文字の英数字
ディス プレイが N0585 の作動状態についての情報を表示
します。 通常操作中、ディスプレイには選択された入力
の名称とボリ ュームレベルが表示されます。

ボリュームつまみ： このつまみを回すと、スピーカー出
力の ボリューム・レベル（そして、セットアップ・メニ
ューで変更可 能に設定した場合は、ライン出力も）を調
節できます。最小 のボリュームレベルはオフです。最大
のボリュームレベルは セットアップ・メニューで決定し
ます。

入力を選択する場合はいつでも、N0585 にはスピーカー
出 力ボリュームレベル（そして、セットアップ・メニュ
ーで変更可 能に設定した場合は、ライン出力も）に対し
て、セットアップ・ メニューで選択したボリューム補正
が適用されます。

スタンバイボタンおよび LED： このボタンを押せ
ば、N0585 をスタンバイ・モードにし、またモードを解除
することができ ます。N0585 がオンの場合、LED が点灯
します。N0585 がグリ ーン、ノーマル、またはパワーセ
ーブ・スタンバイモードの場 合、LED がゆっくりと点滅
します。
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背面パネルの概観

始めに

右チャンネルラウ
ド スピーカー電

極柱

AES/EBU デジ
タ ル入力コネ

クタ

同軸デジタル入
力コネクタ

光デジタル入
力コネクタ

RS-232 ポート

IR（赤外線）入
力コネクタ

トリガー入力コネクタ

トリガー出力コネクタ

USB デジタルコネクタ

AC 電源プラグ

イーサ ー
ネット・

ポート

USB ポート

右チャンネルライ ン出
力コネクタ

右チャンネルバランスド 
・ アナログ入力コネクタ

右チャンネル・シン
グ ルエンド・アナ

ログ入
力コネクタ

左チャンネル・シング 
ルエンド・アナログ入

力コネクタ

左チャンネルバランス
ド・ アナログ入力コネ
クタ

左チャンネルライ
ン出力コネクタ

左チャンネルラ
ウド スピーカー
電極柱

パワースイッチ

フォノ入力およびグ
ラウンドターミナル

（N0585.5のみ）
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注意: 背面パネル接続についての完全な情報を得るた  
めには、www.marklevinson.com で N0585 ユーザーガ 
イドをご覧ください。

左右チャンネル・ラウドスピーカーの電極柱： Nº585 は特
注 の、金メッキで大電流のラウドスピーカー電極柱を使用
して います。電極柱の陽電極は赤で、＋（陽電極）のラベ
ルが貼 られています。負電極は黒で、-（負電極）のラベ
ルが貼られ ています。

電極柱は終端がスズめっきされていない裸線、スペードラ 
グ、バナナプラグのスピーカーケーブルに対応可能です。

警告： 絶対に電極柱をきつく締めすぎないでください。こ
の電 極柱の革新的な設計により、より強化できていますの
で、指で 締めた場合でも高接触、高圧力接続が実現できま
す。無理や り電極柱のウイングを、曲がった、または大き
すぎるコネクタ に接続しないでください。そのようなこと
をすると、電極柱が 損傷することがあります。

注意: このパワーアンプのオーディオ出力は北米では
ク ラス 2(CL2) 回路と見なされています。これにより、
この アンプとスピーカー間を接続するワイヤーが最低
クラ
ス 2(CL2) と格付けされ、米国電気工事規定 (NEC)725 条
またはカナダ電気工事規定 (CEC)16 項に従って設置 さ
れるものとします。

ライン出力コネクタ： RCA コネクタはラインレベル左右
チャ ンネル信号を提供し、パワード・サブウーファー、
セカンド・リ スニング・ゾーン、CD レコーダーまたはテ
ープデッキといっ た録音機器への選択された入力を送信
するために使用で きます。

ライン出力は固定項目（録音機器またはセカンド・オーデ
ィ オ・ゾーンでの使用目的）として、セットアップ・メ
ニューで設 定されます。固定項目として設定されている
場合、ライン出 力は極性ボタンを除いて、N0585 フロン
トパネル・コントロ ールに影響されません。

お持ちのシステムにパワード・サブウーファーが含まれて
い る場合、ライン出力を変更可能としてセットアップ・
メニュー で設定できます。そう設定されている場合、ラ
イン出力はボリ ューム、バランス、ミュート・コントロ
ールの設定に従います。

バランスド・アナログ入力コネクタ： このコネクタは、
バラン スド（XLR オス）出力コネクタを通してソース機
器から左右チ ャンネルのバランスド入力信号を受け取り
ます。

バランスド・コネクタの役割：

•   ピン 1： シグナル・グラウンド

•   ピン 2： シグナル＋（非反転）

•   ピン 3： シグナル-（反転）

•   コネクタ接地つまみ： シャーシ・グラウンド

 

バランスド入力コ ネクタ 
（メス XLR）

ピン 3 ピン 3ピン 1 ピン 1ピン 2 ピン 2

バランスド出力コ ネクタ
（オス XLR）

シングルエンド入力コネクタ： このコネクタは、バラン
スド出 力コネクタなしでソース機器から左右チャンネル
のシングル エンド入力信号を受け取ります。

デジタル入力コネクタ： N0585 は 6 基のデジタル・オー
デ ィオ入力コネクタを有しています: AES/EBU フォーマ
ット XLR 接続 (1)、2 本の同軸 (RCA) S/PDIF 接続 (2、3)
、2 本の 光 (TOSLINK) S/PDIF 接続 (4、5) 、USB-B デジ
タル・オーデ ィオ接続 (6)。

USB ポート: この USB タイプ A コネクタにより、将来
提供さ れる可能性のあるファームウェアのアップグレ
ードが可能に なります。利用可能なアップデートを知
るためには、弊社の ウェブサイト (www.marklevinson.
com) をチェックしてくだ さい。アップデート版が提供
されている場合は、ウェブサイト の指示に従ってくださ
い。また、USB ポートにより、USB メモ リー・スティ
ック経由でセットアップ構成情報のインポート および
エクスポートができ、N0585 ファームウェアのアップ デ
ートをする方法を提供します。その他の情報のについて 
は、N0585 ユーザーガイドをご覧ください。

始めに
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イーサーネット・ポート： このポートはホーム・ネット
ワーク への接続に対応しています。イーサーネット・ポ
ートの設定 および使用方法の情報については、N0585 ユ
ーザーガイド をご覧ください。

IR（赤外線）入力コネクタ： このコネクタは他の機器か
らの IR（赤外線）コントロール信号を受信します。

RS-232 ポート: この RJ-11 コネクタは、標準 RS-232 接続
を 通してシリアル・コントロールを実現します。

トリガー出力コネクタ： この 3.5mm のチップ/スリーブ
コネ クタは、アンプ、ライト、ウィンドウ・シェイドと
いった他の機器 をオーディオ・システムおよびリスニン
グ・ルーム内でアクテ ィブ化するために使用できます。 
N0585 がオンの時はいつで も、DC12V 100mA 信号が出力
されます。（下のイラストをご 覧ください）

トリガー入力コネクタ： この 3.5mm のチップ/スリーブ
コ ネクタは、トリガー電圧を供給する、他のシステム機器
ま たはコントロール・システムのトリガー出力に接続でき
ま す。N0585 がこの接続で DC5V～12V の間の電圧を検知す
る 時はいつでも、電源はオンになります。この接続でトリ
ガー 信号が停止した場合、N0585 はスタンバイモードに入
ります。
（上のイラストをご覧ください）

AC 電源プラグ： このプラグは、N0585 AC 電源コンセント
に 付属の電源コードが接続されている場合、AC 電力を供給
し ます。

雷雨や⾧期間使用しない場合は、壁の AC 電源コンセントか 
ら N0585 のプラグを外すべきです。

パワースイッチ： この機械スイッチは N0585 の電力供給の 
オンとオフを切り替えます。通常操作中に、パワースイッ
チを 使用して N0585 のパワーをオフにしないでください。
代わり に、スタンバイボタンを使用して N0585 をスタンバ
イ状態に してください。

始めに
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始めに

注意: リモコン機能についての完全な情報を得るため  
には、www.marklevinson.com で N0585 ユーザーガイ 
ドをご覧ください。

スタンバイ・ボタン： このボタンを押せば、N0585 をスタンバ 
イ・モードにし、またモードを解除することができます。

セレクト・ボタン： これらのボタンを押して、お好みの入力を 
選択してください。選択できる入力の名称とボリューム・レベ 
ルはフロントパネル・ディスプレイに表示されています。

ボリューム＋/-ボタン: これらのボタンを押せば、スピーカ ー出
力のボリューム・レベル（そして、セットアップ・メニュー で
変更可能に設定した場合は、ライン出力も）を調節できま す。
最小のボリュームレベルはオフです。最大のボリューム レベル
はセットアップ・メニューで決定します。

入力を選択する場合はいつでも、N0585 にはメイン出力ボリ ュ
ームレベル（そして、セットアップ・メニューで変更可能に 設
定した場合は、ライン出力のボリューム・レベルも）に対し 
て、セットアップ・メニューで選択したボリューム補正が適用 
されます。

セットアップ・ボタン： このボタンを押してセットアップ・メ
ニュ ーを表示してください。このメニューを使用して、個人的
な好 み、リスニング・スペース、他のシステム機器に合わせて 
N0585 をカスタマイズできます。セットアップ LED がアクティ
ブであ る時、フロントパネル上のセットアップ LED が点灯しま
す。

ミュートボタン： このボタンを押すと、セットアップ・メニ
ューで 決定した音量で、スピーカー出力（そして、セットアッ
プ・メニュ ーで変更可能に設定した場合は、ライン出力も）の
レベルをミ ュートおよびミュート解除できます。ミュート機能
がアクティブ である時、フロントパネル上のミュート LED が点
灯します。

エンターボタン： セットアップ・メニューが表示されている 時
に、このボタンを押してメニュー項目を選択または選択解 除し
ます。

バランスボタン： このボタンを押して、左右のチャンネル・バ 
ランスを設定してください。バランス機能がアクティブである 
時、バランス LED が点灯します。（また、左右のチャンネル・ 
バランスが補正されており、バランス機能がアクティブでな い
時、LED は点灯したままです。）

Clari-Fi（クラリファイ）ボタン: このボタンを押すと、Clari-Fi 
（クラリファイ）回路がアクティブ化されます。Clari-Fi（クラ
リファイ）は、再生中、および圧縮で失われたデータの多くを
「 再構成」中に、圧縮されたデジタル・オーディオ・ファイル
を 分析します。（Clari-Fi（クラリファイ）機能はデジタル入力
時 のみアクティブ入力になります。）

スタンバイ・ ボタン

セレクト・ボタン

セットアップ・ ボタン

ボリュー 
ムボ タン

ミュートボ タン

バランスボ タン

ディスプレイ  
ボタン

USB コントロ ー
ル・ボタン

エンターボタン Clari-Fi（クラリ

ファイ）ボタン 

極性ボタン

リモコンの概観
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始めに

極性ボタン： このボタンを押すと、スピーカー出力とラ
イン 出力において、信号の絶対極性が反対になります。
信号の極 性が反対である時、フロントパネル上の極性 
LED が点灯し ます。

ディスプレイボタン： このボタンを押して、N0585 フロ
ントパ ネル・ディスプレイの文字とフロントパネル LED 
の明度を変 更してください。ディスプレイボタンを複数
回押すと、輝度の レベルが切り替え可能です： 高、中、
低、オフ。

USB コントロールボタン： USB-B（入力 11）がアクテ
ィブ入 力の時、これらのボタンで USB ソース機器の再
生をコント ロールします。
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リモコン

電池の装着

N0585 リモコンには単四アルカリ電池 2 本が付属していま 
す。電池を装着するには、リモコンの電池カバーを取り
外し、 電池を入れて電池カバーを元に戻してください。
必ず、電池 の極が正しいかどうかに注意してください。

リモコンを使用

リモコンを使用する時は、N0585 のフロントパネル IR（
赤外 線）レシーバーに向けてください。レシーバーのリ
モコンの 信号を妨害する家具のような障害物がないこと
を確認して ください。明るい光、蛍光灯、そしてプラズ
マビデオ・ディスプ レイがリモコンの機能を妨害する可
能性があります。

•   このリモコンは照明の状態により、約 17 フィー
ト (5m) の 範囲まで使えます。

•   N0585 のどちらの側でも、45 度角までリモコン
を使用で きます。

•   N0585 を傾斜したガラスの後ろに置くと、リモコ
ンの有効 範囲が狭められます。

リモコンが時々利かなくなるように思える場合は、2 本の
電 池を新しいものと取り替えてください。

クイック・セットアップして（音楽を）聴く

クイック・セットアップして（音楽を）聴く

ねじを取り外す

カバーを外す
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クイック・セットアップして（音楽を）聴く

注意: 接続についての完全な情報を得るために 
は、www.marklevinson.com で N0585 ユーザーガイ
ド をご覧ください。

警告： 接続する前に、N0585 と全ての関連製品の電源が
オフ になっており、電源コンセントから抜いてあること
をご確認く ださい。

お持ちのスピーカーを N0585 ラウドスピーカーの電極 
柱に接続してください。スピーカーの陽電極（＋）端
子を N0585 の陽電極 (+) の赤い電極柱に、スピーカー
の負電 極 (–) 端子を N0585 の負電極 (–) の黒の電極柱
に接続し てください。

1. 

警告： 陽電極と負電極出力を一緒にしてショートさせな
いよ うに気をつけてください。陽電極または負電極出力
を、筐体ま たは他の安全用アースとショートさせないで
ください。
2. お持ちのシステムにパワード・サブウーファーがある場 

合、N0585 のライン出力に接続してください。（セット
アッ プ・メニューでライン出力を変更可能に設定してく
ださい。 詳細については、N0585 ユーザーガイドをご覧
ください。）

3. 最高 4 つまでのラインレベル・アナログソース機器 
を、N0585 のアナログ・オーディオ入力に接続してく
ださ い。バランスド (XLR) コネクタ 1 セットと、シン
グルエンド (RCA) のコネクタ 3 セットがご利用いただ
けます。

4. 最高 6 つまでのデジタルソース機器を、N0585 のデ
ジタ ル・オーディオ入力に接続してください。AES/
EBU (XLR) コネクタ 1 基、S/PDIF (RCA) 同軸コネクタ 
2 基、S/PDIF (TOSLINK) 光コネクタ 2 基、USB-B コ
ネクタ 1 基がご使 用いただけます。

付属のパワーケーブルを N0585 の AC 電源プラグおよび 電
源コンセントに接続してください。N0585 と全ての関連製
品の電源をオンにしてください。 スタンバイ状態にするに

5. 

は、N 0585 のフロントパネルまた はリモコンのスタン
バイボタンを押してください。 

6. 

7. N0585 の選択つまみを回すか、 またはリモコンのセレ
+/–ボタンを押して、ソース製品を接続する入力コネク
タに 相当する、N0585 入力を選択してください。

8. N0585 のボリュームが妥当なレベルに設定されている
こ とをお確かめください。それから、選択されたソー
ス機器の再生を始めてください。

注意: N0585 に全てのソース機器を接続後、セットア
ッ プ・メニューを使用して、接続されていないソー
ス機器 を「未使用」としている全ての入力名を設定
することを お勧めします。これにより、利用可能な
入力リストから 接続していない入力を排除でき、そ
れらはアクティブな 入力を選択する際にスキップさ
れます。詳細について は、N0585 ユーザーガイドを
ご覧ください。

最初の接続
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クイック・セットアップして（音楽を）聴く

バランスド・アナ
ロ グソース

機器

シングルエンド・
ア ナログソース

機器

デジタル・ソース機器 コンピューター

デジタル 
出力へ

USB ポートへ

右スピーカー 左スピーカー
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トラブルシューティング

トラブルシューティング

N0585 が損害を与える可能性のある状態の場合、内蔵保護回路がアンプのスイッチを切り、フロントパネル・ディスプレ
イに以 下のリストのエラーメッセージの一つを表示します。解決策の欄の指示に従って、N0585 を再度試用する前にそ
の状態を修正し てください。

エラーメッセージ	 問題	 解決策

•    背面パネルのパワースイッチをオフにしてくだ 
さい。10 秒間待って、スイッチを入れてくださ 
い。エラーメッセージが消えない場合は、Mark 
Levinson 販売店または Mark Levinson カスタマ 
ー・サービスに電話してください。

•    表示されたアンプ・チャンネルがスピーカー 

に損傷を与える可能性のある出力での直流

を 検知した。

警告： [左/右]チャンネルで直流を検知

•  表示されているアンプ・チャンネルが限界

温度を超えた。
警告： 過熱[左/右]

警告：[左/右]チャンネルの過電流

•    スタンバイボタンを押して、N0585 をスタンバ 
イ状態にしてください。10～15 秒待って、ユニ
ッ トを冷やしてから再度スタンバイボタンを押
し てください。エラーメッセージが消えない場合 
は、Mark Levinson 販売店または Mark Levinson カ
スタマー・サービスに電話してください。

•  表示されているアンプ・チャンネルが電流
制限 を超えた。

•  背面パネルのパワースイッチをオフにしてくださ 
い。10 秒間待って、スイッチを入れてください。 
エラーメッセージが消えない場合、パワースイッ 
チをオフにして、N0585 からそのチャンネルのス ピ
ーカー・ワイヤーを外してください。10 秒間待 っ
て、パワースイッチを入れてください。エラーメ 
ッセージが消えない場合は、Mark Levinson 販 売店
または Mark Levinson カスタマー・サービ スに電
話してください。



仕様書

アンプセクション

出力： 1 チャンネルにつき 200W RMS @ 8Ω、20Hz～20kHz

ダンピング・ファクター： 400 以上 @20Hz、8Ω

周波数特性： 20Hz～20kHz、?0.13dB; 2Hz～250kHz、+0.2dB/–3dB

S/N 比： 98dB 以上（20Hz～20kHz, 無負荷時）;103dB 以上（20Hz～20kHz, 負荷時）, 全出力–最大ボリュ

ーム
設定を基準とする

電圧利得： 40.7dB（最大ボリューム設定）

全高調波歪み (THD)： 0.01% 以下 @ 1kHz, 200W, 8Ω; 0.1% 以下 @ 20kHz, 200W, 8Ω

プリアンプ・セクション アナログ

入力インピーダンス： 45kΩ 以上 (RCA & XLR)

過負荷入力： 5.5V 以上 RMS (RCA & XLR)

プリアンプ・セクション： デジタル

サンプルレート/ビット深度 (PCM)： 32kHz, 44.1kHz, 48kHz, 88.2kHz, 96kHz, 176.4kHz, 192kHz/32-bit まで 

概要

アナログオーディオ・コネクタ： シングルエンド入力 3 系統 (RCA);バランスド入力 1 系統 (XLR);シングルエンド・ライン出力 1 

系統 
(RCA);ラウドスピーカー出力 1 系統（1/4 インチ (6.3mm) 間隔、厚さ 1/8 インチ (3mm) までの
スペー ドラグを接続できる「ハリケーン」電極柱のダブル・バナナソケット）

デジタル・オーディオ・コネクタ： AES/EBU バランスド入力 (XLR)1; S/PDIF 同軸入力 (RCA)2;光入力 (Tos-Link)2; 非同期 USB 入力
(USB-B)

コントロール・コネクタ： RS-232 ポート 1（RJ-12 コネクタ）; IR 入力（1/8 インチ電話ジャック）;プログラム可能 12V DC 

トリガ
ー出力 1（1/8 インチ電話ジャック）, 最大 100mA ;プログラム可能 12 DC トリガー入力 1（1/8 
インチ 電話ジャック）; イーサネット・ポート 1（RJ-45 コネクタ）

本線電圧： 100V AC、115V AC、または 230V AC（工場出荷時の設定）

消費電力： 最大 1000W（電源オン時）

ユニット寸法（高さ x 幅 x 奥行）： 6.9 インチ (175mm) –脚なし; 7.59 インチ (193mm) –脚あり x 17.25 インチ (438mm) x  
19.95 インチ (507mm)

パッケージ寸法（高さ x 幅 x 奥行）： 19 インチ (483mm) x 26 インチ (660mm) x 26 インチ (660mm)

重量： 72 ポンド (32.6kg) –純量; 96 ポンド (43.4kg) –パッケージ込み

仕様書
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フォノイコライザーステージ（N0585.5のみ）

RIAA周波数特性： 20Hz～20kHz、±0.3dB 

インフラソニックフィルター： Defeatable、15Hz、セカンドオーダー (12dB/オクターブ)

可動マグネットモード：

入力抵抗： 47kΩ 

入力容量： 選択可能：50、100、150、200、または680pF 

ゲイン： 40dB @ 1kHz

合計高調波歪み 
＋ノイズ：

<0.03%、 20Hz to 20kHz、 2VRMS  出力

 
SN比（2VRMS出力参照）：

>97dB (20Hz to 20kHz、ワイドバンド、負荷時) 
>102dB (A特性 ) 
>110dB @ 20Hz to 20kHz （スポットノイズ）

最大入力レベル： >95mV @ 1kHz： >285mV @ 20kHz

ムービングコイルモード：

入力抵抗： 選択可能：20、 33、 50、 66、 100、 200、 330、 500、 1000、 または47kΩ 

入力容量： 50pF

ゲイン： 選択可能：50、60、または70dB @ 1kHz

合計高調波歪み 
 +ノイズ：

50dBゲイン設定：<0.02%、20Hz～20kHz、2VRMS 出力 
60dBゲイン設定：<0.02%、20Hz～20kHz、2VRMS 出力 
70dBゲイン設定：<0.04%、20Hz～20kHz、2VRMS 出力

SN比 
(2VRMS出力参照）：

50dBゲイン設定：>87dB (20Hz～20kHz、広帯域、負荷時)； >94dB (A特性) 
50dBゲイン設定：>100dB @ 20Hz～20kHz (スポットノイズ) 
60dBゲイン設定：>77dB (20Hz～20kHz、広帯域、負荷時)； >84dB (A特性)  
60dBゲイン設定：>90dB @ 20Hz～20kHz (スポットノイズ) 
70dBゲイン設定：>68dB (20Hz～20kHz、広帯域、負荷時)；>74dB (A特性) 
70dBゲイン設定：>80dB @ 20Hz～20kHz (スポットノイズ)

最大入力レベル： 50dBゲイン設定：>30mV @ 1kHz; >105mV @ 20kHz 
60dB ゲイン設定：>9.5mV @ 1kHz; >90mV @ 20kHz 
70dB ゲイン設定：>3.2mV @ 1kHz; >30mV @ 20kHz


